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回答内容 士事が難しし向いていなし その他 具体的理由無し 合計
回答数 1








回答内容 保育者の姿勢 子どもの理解 クラスの理解 勉強 その他
回答数 1 1





































































































回答内容 実習への取組 子どもへの接しカ 基本的な姿勢 指導法
回答数

































































回答内害 実習の感想 授業について 子どもについて
子あ との
関わり方 そ
の他
回答数
/回答者数 140人
=2::%
※回答内容毎に示した%は,全実習者数140人に対する割合。各人から複数回答を得ている。
表17.その他1気づいたこと1感じたこと (詳細)
※全体的にあまり多くの回答が得られな
かった。「実習の感想」が約2割で最
も多く,その詳細は「楽しかった」に
次いで,「実際に体験することが重要」
とする回答がウエイトを占めた。また,
「授業の大切さに気づいた」とする回
答もあった (表16～17)。
表中には示していないが「その他」に
は,「何も分からないまま実習へ行く
ことに疑間」「実習期間が長すぎる」
などの消極的な意見が含まれる。
・楽しかつた(実践力となる)
・実体験が重要
・大変な仕事だ
。クラス全員への性格被 右する責任重大な仕事
・充実し勉強になった
'一日の子どもへの関わり方が理解できた
・幼児教育について考えさせられる
・社会的知識、マナーが身に付いた
・大切さに気づいた
・子どもたちへの接し方が役だつた
・実習の話あ つと開力せ て欲しい
・先輩の体験談が開lたら良い
・自分の考え(プライド)を持っている
。先生の影響を受けながら育つ
。素直な心を持つている
。新しく興味替 つたことは何度魏 り返す
・年長組は、意見日ま技り言える
。成長には個人差が坊
。名前を党えることの大切さ
・声かけの大切さ
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V.考察
1.実習前後の印象 。考え方の相違
最初の質問である実習前と実習後の印象や考え方の相違については実習前と実習後との意見に
分類 した。
1-1 実習前について
実習前の意見は,「不安」が40.7%,「楽しそう」が32.2%,「簡単そう」,が22.0%であった。
「不安」が最も多かったが,「楽しそう」と「簡単そう」を合わせると,54.2%であつた。学生達
は,実習に対して不安もあるが,保育科に入学したら当然実習があることを認識しているので,
期待していた学生のほうが多かったともみてとれる。
「不安」の詳細に関しては,「先生や子どもとのコミュニケーション」が最も多かった。学生に
とっては,初めての実習ということもあり,幼稚園の先生や子ども達とどのように接すれば良い
のか,コミュニケーションをどう取ればいいのだろうか,といつた不安であろう。学生の意見の
中には「子どもたちをどのように指導するのか,指導教諭に何をどの様に聞けばよいのか,何も
知らないと思われないか,等の怖さがあった」「どんなことをどの程度するのか見当がつかない不
安と′い配がある」「的外れな質問で注意されないか」等があった。
1-2 実習後について
実習後の意見は,「学んだこと」が最も多く45%で,つぎに「感想」が32.9%,「今後の抱負」
が12.1%であった。項目「学んだこと」の詳細では「指導方法や知識」が一番多く,次に「実習
生の姿勢」と続いた。「感想」の詳細については「大変な仕事だった」との回答が多く,「今後の
抱負」の詳細では,「頑張って保育者になりたい」という回答が多かった。
項目「学んだこと」の詳細である「指導方法や知識」の具体例としては,「目標を持ち遊ぶこと
が大切」と「年齢差による成長・発達の違いに応じた指導法」との回答が多かった。これについ
ては,実際に実習を始めて,単に子どもと遊ぶだけではなく,何のために目的 (ねらい)や目標
を持ち遊ぶのかという意義,また,子どもの成長度合いは,家庭環境や年齢 (月齢)差などによ
り様々で,対処方法も皆違うことを認識した学生が多かったといえる。回答の中には「子どもの
できない事をしてあげるのではなく,自立できるようにサポートするのが保育者の仕事」,「日配
り・気配りの大切さ」,と応えたものもあった。
また「実習生の姿勢」の具体例としては,「心身の健康が大切」という意見が多かった。これ
は,学生たちが実習終了時,予想以上に心身の疲労を体験したことにより,健康を保持すること
が最も重要である,と実感したと考えられる。
項目,「感想」における具体例の「大変な仕事だつた」については,「作業が多い」と「職員と
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の人間関係」と記述しているものが多かった。この「作業が多い」という意見は,実習前に抱い
ていたイメージでは,保育者の仕事は子どもと遊ぶことが大半を占める,と思っていたのが,実
際には,子どもと関わる為に様々な作業があることに気付いた,ということであろう。「職員との
人間関係」については,仕事の上で, どのように保育者とのコミュニケーションを図ればいいの
か, という戸惑いとも考えられる。これは今時の学生の一般的傾向なのかもしれないが,TPO
(その時と場の状況や雰囲気)に応じた適切な言葉使いが苦手であるという意識がそうさせている
のかもしれない。
項目「今後の抱負」の具体例としては「頑張つて保育者になりたい」という回答が多かった。
これは,実習を体験して,希望の職種であった保育者の仕事について,ある程度理解できるよう
になったことにより,終了時には,保育に関する知識を深め幼児教育の道に進みたい,という意
志が更に強まったと判断できる。
実習前と実習後の意見を概観すると,実習前は漠然と不安や期待を抱いていただけであった。
しかし実習後は,多くを学び,想像以上に保育者の仕事は厳しく大変であることを理解した。反
面,頑張つて保育者になろうとする意識も高まったといえる。
2.幼稚園教諭への意識
質問2の幼稚園教諭への意識については,実習前より「強くなった」が57.1%を占め,「弱くな
った」カラ1.4%,「変わらない」11.4%であつた。これらのことから,時期的に早く実施されたに
もかかわらず,実習経験が学生によい影響を与えたと理解できる。
「強くなった」理由の詳細では「園児との触れ合いにより」が最も多く,次いで「保育への向上
心・意欲がわく」であった。これらの回答から,保育科の大多数の学生はもともと子どもが好き
という理由で入学してきているので,12日間に渡り直接子どもと触れ合うことを経験したことで,
保育者になりたいという意識がより強まった結果であると考えられる。
一方,弱くなったという回答も2割ほどあつたが,詳細をみてみると「仕事が難しい」と「向
いていない」との意見が多数を占めていた。「仕事が難しい」ということは,入学して間もない実
習で準備期間が短かかったことから生じたものかも知れないし,「厳しい」イコール「難しい」と
の判断であつたのかも知れない。例を挙げると「部分実習での失敗で落ち込んでしまい,自信を
なくしてしまった」「自分には人を指導できるほどの力量が無い」「園児の目線に合わせることや,
園児の考えに合わせるのが苦手である」などであった。「向いていない」という意見については,
保育者になりたいというもともとの動機や積極性の不足から生じたのかも知れないが,今後の実
習をなるべく支障なく進めるうえでも,更なる調査の必要性があると考えられる。
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3.幼稚園教諭になるために大切だと感じられたこと
質問3の幼稚園教諭になるために大切だと感じられたことについては,回答数が複数回答で140
人中193であつた。項目別にみると,「保育者の姿勢」が61.4%で一番多く,次に「子どもの理解」
50.7%,「クラスの理解」12.1%,そして「勉強」10.3%であつた。「保育者の姿勢」というのは,
保育者としての自分自身の健康管理に関することや,母親のように振舞うこと,笑顔,子どもが
好きであること等であり,保育者として必要な心構え,知識・資質等を表している項目である。
そのなかで,最も多かった回答は「健康管理」であり,次に多かったのは「母親のように振舞う」
そして「笑顔」の順であつた。保育者の姿勢の詳細で「健康管理」が一番多かったのは,体力的
に厳しい職業であるということを体感したからであると考えられる。次に多かった「母親のよう
に振舞う」というのは,思いやりや優しさを持って子どもと触れ合うこと,信頼関係を保つこと
等を表している。これは幼稚園で子どもたちと接するには,保育技術以上に,子どもたちへ思い
やりや共感の心,観察力が大切であるということである。実際,担当教諭から「叱る時も褒める
時も,先生から掛ける言葉に愛情が有れば,必ず子どもの心に届きます」と指導を受けた学生も
いた。詳細の「笑顔」については,保育者は, どんな時でも元気で笑顔で子どもに接するべきで
あることが,最も重要な資質であることは周知の通りである。
項目「子どもの理解」の詳細については,「内面 (性格や心)の理解」と「健康管理」が多かっ
た。「内面 (性格や心)の理解」は,子どもの気持ちを理解し把握するには,心理面での理解を深
めることが必要不可欠であることを表している。学生の解答例に次のように書いてあるものがあ
った。「30人の子どもがいれば,30通りの教育の仕方がある。一人ひとりをどれだけ深く理解で
きるかで,教育の仕方が変わつてくる」。
「健康管理」については,幼稚園で一番神経を使う事は子どもたちの健康管理のことであると言
っても過言ではない。保育者は,子どもたちの病気や怪我を防ぐために,常に気配り。日配りを心
掛けている。登園時の視診から始まり,園生活の中での少しの変化でも目敏く感知し,適切な処
置と保護者への連絡を密にしていることも,実習体験により理解できたようである。ある学生は,
「具合の悪い子や新しい洋服を着てきた子,ご飯の食べ進み具合など,小さいことをしっかり確認
することが大切である」との具体夕1を挙げている。
「クラスの理解」の詳細については「全体を把握して個人に対処する」であつた。ベテランの先
生としては当然のことなのだろうが,学生にとつては一部の子どもと関わつていると,つい周囲
の状況把握を忘れ,自分から離れた場所にいる子ども達への目が届かなくて,注意を受けた学生
もいた。周囲への気配りの重要性については,理解しているものの余裕なく実習しているので,
指摘されて初めて気づいた, という回答もあった。「勉強」の項目の具体夕1では,「ピアノや図工」
が大切である, との回答が多かった。子どもたちと直接向き合つて実習したことで,ビアノを弾
くことや図工の重要性を強く認識した, といえよう。
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4.実習中に褒められたこと
質問4の実習中に褒められたことについては,自由回答であるので,学生数の140より多く194
であった。項目別では「創意工夫」力Ⅵ9.3%,「実習への取組」は48.6%で,どちらもほとんど差
がみられず「子どもへの対応」に関しても39.3%であつた。項目の「創意工夫」は保育技術に関
する内容を表しており,その詳細では「紙芝居・絵本の読み聞かせ方」が特に多く,次いで「壁
面・紙芝居作成方法」が続いた。「紙芝居・絵本の読み聞かせ方」で褒められたとの回答が多かっ
たのは,実習中,紙芝居や絵本の読み聞かせをする機会が多く,体験の積み重ねが評価に繋がつ
たものと考えられる。
項目の「実習への取組」の詳細では,「仕事に対する積極性」,「笑顔」,「早朝の環境整備」で,
褒められたとの回答があったが,これらの三つとも割合的にはほぼ同じであつた。このことによ
り,学生達は実習中笑顔を絶やすことなく真面目に積極的に取り組んでいたことがうかがえる。
また項目「子どもへの対応」については,「元気に楽しく遊んでいた」と「積極性」の回答が多
かった。これは, どちらも習熟した保育技術というものではなく,元来学生が持っている資質や
個性を褒められたようである。逆にあまり褒められなかった具体例としては,「話しかけ・説明の
仕方」,「ピアノが弾ける」,「日誌の書き方」,「子どもとの接し方」などが挙げられる。このよう
な例は全て学習して身につける必要があるものであり,早い時期の実習による影響とも考えられ
るし,学生の資質に起因するとも考えられる。何れにせよ学生たちには,今後の課題として自覚
し,学習に取り組んで行くよう指導しなければならない。
5.実習中に注意されたこと
質問5の実習中に注意されたことについては,回答数140名中131であつた。
項目別では「実習への取組」力も7.1%,「子どもの接し方」力も3.6%で殆ど差がなかった。また
「基本的な姿勢」については17.1%であった。
項目「実習への取組」の詳細で最も多かったのが「日誌の書き方」で,次に「積極性」であつ
た。実習日誌の書き方については,実習が6月の初旬に始まるため,書き方の指導について,学
生に取り組ませる時間的余裕がないことも事実であるが,前の質問4でも述べたように,学生の
資質によるところも大きいと考えられる。また, 日誌の書き方については,実習園によつてもそ
れぞれ違いがあるので,学生が戸惑うことも度々である。「積極性」については,初めての実習で
もあり, どのように子どもたちと取り組んだらよいか分からずにいることと,何事も指導教諭か
らの指示待ちの傾向にあることを指摘されたものと考えられる。学生のなかには,「仕事は自分で
探して動くものです」「ボーッと立っていないで,どんどん子ども達の中に入って行って」と指導
を受けた学生もいた。
項目「子どもへの接し方」で注意を受けたのは,「甘やかしや手助け」「言葉使い」「全ての子ど
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もに気を配る」等であった。「甘やかしや手助け」については,保育科の学生は基本的に子どもが
好きということもあり,つい必要以上に甘やかしたり,頼まれたこと等に対し,すぐに手助けし
てしまう傾向があると考えられる。一例として「園児達ができないと言つてきたことを,何でも
直ぐにやってあげるのではなく,できるように援助することが大切です」と指導された学生もい
た。「言葉使い」については,学生言葉ではなく,実習生でも「子どもたちは先生と思っているの
だから,先生らしくきちんと子どもたちに向き合つて話しなさい」とか,「子どもたちの年齢も考
慮して,特に,褒めるときや叱るときなどは,子どもの年齢を考慮した上で話すように」「見下す
ような話し方はしないように」などの指導を受けている。
「全ての子どもに気を配る」では,学生は,つい,多人数の子どもの動きにおわれ,行動の遅い
子や自分から離れている子どもに気を配る余裕がなくなってしまい,子どもたち全体の状況に目
が行き届かなくなってしまうのであろう。
「基本的な姿勢」の詳細については「丁寧な挨拶」ができないと注意を受けた学生が多かった。
今までも,巡回指導時に実習先から指摘されたことだが,今日の学生は,丁寧な挨拶をするのが
恥ずかしいのか,できない学生が増えてきているようである。挨拶は人間関係の基本であり,社
会生活を円滑にするには必要不可欠であることは言うまでもない。それに欠けるということは,
その人の性格や人柄を疑われても仕方がない,ということになる。挨拶を身に付けさせるには,
普段から徹底的に習慣づけをする必要があると考えられる。
「指導法」という項目も立てておいたのだが,指導法について注意を受けた学生は5,7%で非常
に少なかった。これについては,見学・観察が中心の実習であるため,幼稚園の先生方の配慮に
より注意を控えたたのかも知れない。もしくは,前に述べたような,実習への取り組み方や子ど
もの接し方,実習生としての姿勢など,沢山の課題を掲げていたため,指導に至らず終わってし
まったのかもしれない。
6.事前に学んでおきたいこと
質問6の実習前に学んでおきたいことについては,140人中109の解答で「指導方法」が52.1%
で圧倒的に多かった。次に多かったのは「子どもへの接し方」で,8.6%であつた。「指導方法」
の詳細については,「絵本・紙芝居の読み聞かせ方」,「手遊び」,「ピアノや子どもの前で歌える
歌」などであった。実際に実習を経験したことにより,これらの保育技術の必要性を実感したの
であろう。子どもの前に立って,何をしたらよいのか分からなくて, じっとしていたら,担当教
諭から,「子どもたちに何かしてあげてといわれ困つてしまった学生もいた」との話も訪間指導時
に聞いている。「指導方法」では,注意を受ける学生は少なかったのだが,学生自身が,手遊びや
折り紙などの実践的なものを身に付けていなければ上手に指導していけないことを感じ取つたと
理解できる。「子どもへの接し方」についての詳細は,少数ではあつたけれど「泣いている子,喧
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嘩をしている子,わがままな子への対処法」を学んでおきたかったという意見があった。この意
見もやはり,保育現場で喧嘩をしている子どもたちを見て,止めるべきか,それとも,そのまま
見守つて,子どもたちで解決させたほうが良いのか,仲裁に入るとしたらどのタイミングで入れ
ば良いのかなど,その場で適切な判断ができなかったことを実際に経験してみて,これらの知識
の必要性を実感したと考えられる。
7.その他実習や授業について気づいたこと
質問7のその他,実習や授業について気付いたこと,感じたことについては,複数回答にもか
かわらず回答数力も9で,最も少なかった。質問が具体的でなかったので応えにくかったのかもし
れない。そのなかで「実習の感想」が22.1%で最も多く,次に「授業について」で,10.0%,そ
して「子供について」6.4%であつた。
「実習の感想」の詳細としては,「楽しかった (実践力となる)」 や「実体験が重要」,「大変な仕
事」などの意見があつた。いずれも,実習の重要性の意義を認めるものであった。「楽しかった」
という意見は子どもが好きで入学した保育科で,実際に子どもと触れ合うことができたという満
足感であろうか。「実体験が重要」と「大変な仕事」については,実際に現場に立ち子どもと触れ
合うことで,机上の学習では理解できない実習の重要性を,理解する意見である。そして,保育
者の仕事は大変であることを実体験を通して理解したといえる。「授業について」の項目で多かっ
た意見は「大切さに気づいた」であった。授業を通して,実習の大切さを認識していくのではな
く,実習をしてみて,初めて授業の大切さに気付いたということになる。「子どもについて」の項
目では,「自分の考え (プライド)を持つている」と「先生の影響を受けながら育つ」などの意見
があつた。子どもは子どもなりにプライドを持ち,決して小さな大人ではないことを理解したこ
とと,子どもを教育するにあたつては,先生の影響が大であることを再認識したのであろう。
Ⅵ。まとめ
・実習前は,実習先の先生や子どもたちとの「コミュニケーションのとり方」を主とした不安が
多かった。実習後は,子どもたちと過ごしながら学んだ「指導方法や知識」,「日々の体調管理
の重要性」,「職員との人間関係」,「予想以上の作業の多さ」,など幼児教育の仕事の大変さを経
験したけれども,多くの学生は,保育者になりたいという意識がますます強くなった,と応え
ている。
・幼稚園教諭になるためには,「自分自身の健康管理」,「母親のような温かい思いやりの気持ち,
共感する心」,「観察力を身につけること」,「子どもの健康管理や子どもの心を理解すること」
などが大切であると回答した学生が多かった。これらは,事前に何度も指導済であったため,
実習現場で改めて認識し直したということになるであろう。
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・褒められたことは,「紙芝居・絵本の読み聞かせ」や「壁面の製作」などの技術のほか,「笑顔」,
「早朝の環境整備」,「積極性」などの基本的な姿勢であり,元気で明るく,快活な本学学生の長
所が評価されたと言えよう。
・注意を受けたことは,「日誌の書き方」を主とした実習への取り組みに関することと,「甘やか
してしまう」,「上手な手助けができない」など,子どもへの接し方が多かった。日誌の書き方
については,巡回指導時に実習先からもよく指摘されていることなので,今後,何とか抜本的
な改善策を考えなければならない。子どもへの接し方については,経験から学ぶことであって,
机上の学習によつて改善することは難しい。
・実習前の授業で必要と思われる指導は,「絵本や紙芝居の読み聞かせ方」,「手遊び」,「子どもの
前で歌える歌」などであった。これは,子どもたちの前に立って何かをしなければならないと
きに,実践的な保育技術を事前に多く身につけていれば役に立つと感じた学生が多かったとい
うことを示している。今後の指導にウエイトを置く必要があろう。
。その他,気付いたことについては,「楽しかった」「実践力になる」や「実体験が重要」,「普段
の授業の大切さに気づいた」とする意見が見られた。
期待と不安を抱いて臨んだ12日間の実習経験により,学生たちは,褒められたり厳しい注意や
指導を受けながら,保育・教育現場の仕事の大変さを認識した。また,保育者になるのに必要な
多くの知識や技術を学んだことにより,自分の未熟さにも目を向けることができた。,更に,事前
準備が不充分な状態であったにもかかわらず,園児との直接的なふれ合いを通して,保育者にな
ろうとする意識がより高まった学生が多かったことは,この時期の実習が決して早すぎるという
ことではなく,むしろ効果的であつたことの証明さである。しかし,実習疲れや担任教諭からの
注意などで,自分は保育者には向いていないのではないかと悩み,精神的にまいってしまう学生
も若干見受けられる。これには実習指導の教員が支えとなり,適宜アドバイスを与え,無事に実
習を終了できるよう努めなければならない。担当教員の連携と共通理解は勿論のこと,学生がい
つでも安心して相談できるような環境づくりを進めていけば,抱える悩みや課題も少しづつ緩和
されるであろう。そして,実習での失敗をポジティブにとらえ,学生達が保育者への道を積極的
に前進できるようにして行きたい。
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